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要旨 
 
 近年、日本の公立学校に在籍する外国人生徒の存在が顕著になっている。特に、2008 年の

リーマンショック以来、公立高等学校に進学、編入する外国人生徒は増加傾向にある。増加傾

向にある外国人生徒に対応するために、文部科学省では日本語指導が必要な外国時人児童生徒

のための特別措置を行っている。高等学校入学試験においても、ルビ振りや時間延長などの措

置が取られ、外国人生徒は入学試験という狭き門をくぐり抜け、高等学校へ進学する。 
これまでの外国人生徒の研究は、年少者、いわゆる義務教育段階の生徒に関するものが多い。

高等学校進学後の研究はあまりなされていない。義務教育ではない高等学校は、フィールドと

して参入することが困難であり、定時制という学校の特殊性からも、高等学校における外国人

生徒の日本語学習に関する研究はあまり進んでいないと考えられる。先行研究では、高等学校

における外国人生徒に対する課題として、（1）高等学校進学と中退に対する課題、（2）押し付

けの適応ではない異文化交流の在り方、（3）教科指導において日本語ができないことが明らか

となった。しかし、実際の現場からの調査は少ない。 
稿者は 2010 年度から都立 A 定時制高等学校で、外国人生徒に対する取り出し授業の非常勤

講師をしている。そこで本研究では、実際の現場からの定時制高等学校在籍の外国人生徒の課

題を、都立 A 定時制高等学校の外国人生徒を事例として明らかにし、（1）高等学校の取り出し

授業における日本語学習の必要性と、（2）高等学校の取り出し授業における連携について考察

する。そして、都立定時制高等学校における日本語指導に有用な提案をすることを、本研究の

目的とする。 
 本研究の調査は、都立 A 定時制高等学校を実践校として行った。調査対象は、稿者が授業実

践を行っているクラスの生徒 11 名及び、実践校の教員 2 名と日本語取り出し授業担当の非常

勤講師 5 名である。調査方法は、（1）アンケート調査、（2）インタビュー、（3）参与観察を用

いて、データを収集した。録音に対する抵抗感が多少見られたインタビューの際には、インタ

ビューノーツとして記録した。調査の結果は、箕浦（2009）のフィールドノーツの分析方法を

参考に、コーディングを行い、小見出しをつけることで分析概念を抽出した。 
 外国人生徒 3 名に行ったアンケート調査からは、日本語の上達に役立つリソースとして、「友

だちとの会話」と「日本の音楽を聞くこと」が使用されていることが明らかとなり、教室外に

おいて、学習者は言語の社会科をしていることがわかった。外国人生徒 5 名に対して行ったイ

ンタビューは、箕浦（2009）を参考にコーディングを行い、「日本語の取り出し授業の必要性」、

「必要な日本語能力」、「難しい教科」、「やさしい教科」、「進路」という分析概念を抽出した。

都立 A 高等学校の日本語取り出し授業担当の非常勤講師として参与観察を行った結果からは、

（1）友人関係の構築、（2）日本語取り出し授業における学習意欲、（3）理科の取り出し授業

に見られる学習意欲の後退、（4）学習方法の変化と動機づけ、（5）クラス内の友人関係と学習

態度の変化、（6）日本語指導から教科指導へ、（7）教科学習から見えた日本語能力の課題（世

界史）、（8）教科学習から見えた日本語能力の課題（国語）という分析概念を抽出することが

できた。 



実践校の教員 2 名のアンケート調査の結果から、教科では、「文章を読むこと」から、日本

語の理解が外国人生徒にとっては困難であると感じていることが明らかになった。非常勤講師

アンケート調査の結果からは、（1）取り出し授業の内容、（2）日本語指導で目指すこと、（3）
評価について、（4）外国人生徒の取り出し授業に関する意見が抽出された。また、非常勤講師

インタビューの結果からは、（1）外国人生徒に対する理科の取り出し授業の試み、（2）取り出

し授業を通して見えた問題点、（3）外国人生徒の学習意欲と学習環境、（4）取り出し授業の評

価についての 4 つの分析概念を抽出した。 
 第 3 章と第 4 章から、都立 A 定時制高等学校における日本語取り出し授業の課題として、（1）
取り出し授業における学習意欲の差と後退、（2）教科学習を支える日本語学習がされていない

こと、（3）取り出し授業に対する評価の問題、（4）教員と日本語取り出し授業担当の非常勤講

師の連携がなされていないことが明らかになった。 
 教科学習への円滑な移行もしくは、教科学習への抵抗感を緩和する緩衝材の役割としても、

取り出し授業は必要である。日本語学習の在り方としては、生徒のニーズや、彼らを取り巻く

状況の変化に対応する柔軟性を持つことが重要である。 
 都立 A 定時制高等学校では、情報共有という意味で「連携」ができていない状況である。し

かし、円滑でより質の高い日本語指導を行うためには、日本語取り出し授業担当の非常勤講師

の間に「情報共有」のための連携は必要である。非常勤講師は勤務する曜日だけに来るという

ことをマイナス面として捉えるだけではなく、そのマイナス面を補うような「情報共有」の連

携システムを考えるべきである。 
 本研究で明らかとなった都立 A 定時制高等学校が抱える課題と考察を踏まえ、高校側へ（1）
長期的視野に立った日本語学習の必要性、（2）外国人生徒の居場所づくり、（3）外国人生徒の

ニーズと学校側のニーズを知るという 3 つの提案をする。高等学校は生徒が卒業後に社会参加

ができるように教育する義務があると思われる。卒業後のことを踏まえて、外国人生徒に対し

ても長期的視野に立った日本語学習が必要である。高等学校という社会に参加を果たした外国

人生徒は、友だちを通してそこに居場所を見つける。学校側が居場所を作り提供することも一

つのきっかけとしては必要であるが、友だちを作り、自然に居場所を作れる環境と、支援が望

まれる。外国人生徒と教員のニーズにはギャップがあると思われる。ギャップを知った上で、

それを埋めていくような日本語指導を考え、取り出し授業を行うべきであると考える。 
 3.1 のアンケート調査と、3.2 のインタビュー結果から、授業外での外国人生徒の日本語学習

のツールとして、Youtube やテレビ、携帯電話などのメディアが使用されていることが分かっ

た。しかし、本研究では、携帯電話などのメディアが、外国人生徒の日本語学習において有効

な役割を果たしていることを証明するまでには至らなかった。また、実践授業においてメディ

アを使用した授業を行わなかったため、日本語学習におけるメディアの有用性についても検証

することができなかった。日本語学習におけるメディアの有効性について調査し、授業に活用

していきたい。 
 今回の研究では、インタビューデータが不足していたので、インタビューをとり、参与観察

やアンケートにもつなげていく研究方法を取ることを課題とする。 
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